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今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 I年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

地 歴 地理総合 2

・「高等学校 地理総合―世界を学び、地域をつくる」(第一

学習社)

。「新詳高等地図」(帝回書院)

・コネクト地理総合 (第一学習社)

:地理総合ノィト(第一学習社)

学習の

ねらい

において主体的・対話的で深い学びを実現するために,社会的諸事象の地理的な見方・考え
方に根ざした追究の視点とそれを活かして解決すべき課題を設定し,その課題を追究したり解決したり
する活動を通して,広い視野に立ち,グローバル化が進み国際理解の必要性が増している現代において
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に兇要な公民としての重要な資質・能力を
培う。

地理学習

授業形態

ア ドバイス

など

投業形態は,各 クラスでの一斉投業です。通宣,グループ学習やペアワークを取り入れていきます。定
期的に課題を提出してもらいます。年に5回定期考査を実施する予定です。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現

世界の生活文化の多様性や,防 1地理に関わる事象の意味や意
地域や地球的課題への取組な 1義、特色や相互の関連を、位置や

どを理解するとともに,地図や地十分布、場所、人間と自然環境との
情報システムなどを用いて,調 拒互依存関係、空間的相互依存作

ら地理に関する様々拘、地域などに若日して、概念な
情報 通々切かつ効果的にしらべ |どを活用して多面的・多角的に考
まとめる技能を身に付けている。 1察 したり、地理的な課題の解決に

主体的に学習に取り組む態度

地理に関わる諸事象について、

りよい社会の実現を視野にそこ

|で見られる課題を主体的に追究、

解決しようとする態度を基うとと
に、多面的・多角的な考察や深

理`解を通して涵奉される日本国

民としての自党、我が国の国上に

1向
けて構想したりする力や、考察、

1対
する愛情、世分の諸地域の多様

構想したことを効果的に説明した Iな生活文化を尊重しようとするこ

|り
、それらをもとに議論したりす

|と
の大切さについての自党などを

|る 力を基う。          探める。

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

育てたい生徒像

(資質i能力)
との関連

主体的に生きる平和で民主的

な国家及び社会の有為な形成者

に必要な公民としての重要な資

質・能力。

社会的諸事象の地理的な見方・

考え方に根ざして追究する力。

広ぃ視野に立ち,世界の諸地域
の課題 追々究したり解決したり

する活動に主体的に取り組む力。

主な

評価方法

定期考査

観祭

ペアワーク

定期考査

レポート

発表

ノートやレポートの記述

投業中の発言

生徒の自己評価と相互評価



学期 学習内容
学習の到達日標

知識・技能 患考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

前
期

第 l編 地図や地理情報システ
ムでとらえる現代世界
I章 地図や地理情報システム

と現代社会

I節 球面上の世界と地図

①目的地への行き方②地球上
の位置③世界の時差④世界地
図の見方。使い方⑤地図から
読み取る情報⑥デジタル化さ
れた地図⑦地理情報システム
の活用

・地理学習の基本的な技

能として,地図の縮尺や方

位に注意しながら,地図
上の情報を読み解く有用

性を理解する。
・インターネットを使ってさ

まざまな Web地図:こアク
セスし,日常的に使われて

いるGNSSや GISなど,
新しい地図表現の役割を

理解する。

・地球上の位置をあらわ

すために緯度・経度が定
められたことと,地軸の傾
きによる季節変化と時差
の存在を理解し,科書掲

載の時差の計算のワーク

に積極的に取り組むこと

で,日 本の標準時におけ

る諸外国の時間と生活の

ようすを想像することがで

きる。

・地図を持たない人 の々生

活を想像し,地図の有用

性に気づくことができる。
・新聞広告や図書館の資

料,インタ=ネ
ット検索など

を用いて,身の回りの地図
の活用事例について調べ

ることができる。

2節 回家の結びつきとグロー
バル化する社会

①国家の領域と国境②日本の

領域とさまざまな領土問題③
国家をこえた結びつき④交通
機関の発達と縮小する世界⑤
情報・通信で∵体化する世界
⑥拡大する世界の貿易と物流
⑦グローパル化と人の移動に
よる結びつき

。国家とは何かを理解し,

交通・通信の発達によっ

て,生活,社会,産業,国

家間の関係がどのように

変化したかを理解する。
。日本の領域と周辺国と

の領土問題にはどのよう

なものが存在するか,理

解する。

・単に交通・情報・通信手

段の発達に目を向けるだ

けでなく,それらがどのよ

うに地域を結びつけ,変化

させているかを地図から

考えることができる。

・グローパル化の中で ,
人・「もの」・資本の国際間

移動の複雑化や,国家的

結びつきの変化に氣づくこ

とができる。

第2編 国際理解と国際協力
I幸 生活文化の多様性と国際
理解①世界の生活・文化を写
真でつかもう②人 の々生活に
彩りを与える気候③「衣」から
見る世界④「食」から見る世界
⑤「住」から見る世界⑥暮らし
を豊かにする産業⑦宗教と
人 の々暮らし③暮らしを楽しむ
ための文化⑨多様性に富んだ
世界の人 と々の共生

・世界の気候帯ごとに,ど
のような特徴があり,どの

ような生活が営まれてい

るのかを学習する。
・人々の生活様式の差異

を通して,地理的環境が

及ばす影響について理解

する。

・世界の自然環境は地域

的に大きく異なることを,
気候の面から判断するこ

とができる。
。その地域の自然環境と,
歴史や文化といった社会

環境の影響を色濃く受け

た世界の特色ある生活文

化を,さまざまな衣食住の

事例を通して学ぶb

・図書館の本やインターネ

ットから,世界の生活・文

化を示した写真を探し,写

真の中にある地理的環境
を読み取り,世界は地理的

環境の影響を受けた特徴

ある景観で成り立ぅてぃる
ことを学七Stことができる。

後
期

2幸 地球的課題と国際協カ
①持続可能な開発 目標
(SDGs)②地球的課題の地理
的な側面③貧困問題④人口問
題⑤食料問題⑥持続可能な水
の利用⑦健康・福祉問題③教
育。ジェンダー問題⑨技術革新
と持続可能な産業化⑩限りあ
る資源①エネルギー問題⑫都
市・居住問題⑬地球温暖化問
題①陸地の環境問題⑮海洋の
環境問題
3章 持続可能な地域づくりと
私たち①地球規模で見る地形
の姿と自然災害②人 の々暮ら
しを取りまく自然環境③変動帯
の自然と防災④湿湖地域の自
然と防災⑤私たちができる災
害への備え⑦地域調査の方法

続可能な開発 標

(SDGs)の考え方を学
び,地理で学習する地球

的課題が教科をこえた探

究的な課題につながるこ

とを理解する。
。人口問題,食料問題,居
住・都市問題,資源。エネ
ルギf問題 ,地球環境問
題といった具体的な事例

を通して理解する。

・世界を大きく変動帯と安

定大陸で分類し,多 くの

自然災害は変動帯で起き

ていることを理解する。
・地域調査について,積極

的な調査を実施できるよ

う,地域調査の必要性を

理解し,地域調査の基本
を身につける。

。SDGsの達成に向け,さ
まざまな主体による国際

協力の重要性を学び,消

費者としての取組を通し

て,自 らの行動を見直すこ

とができる。

・自然災害の多い日本列

島で,人々の生活に大き

な影響を与える火山災

害・水害・地震について,
自然現象やこれまで受け

てきた災害の歴史を理解

するとともに,先人の矢口患
が詰まった,災害に備え,
災害とともに暮らす生活
について関だをもって考

察する。

課題について,
地域性を踏まえて把握す

るとともにその問題の所在
や解決の方向性を図書館
やインターネットなどで調
べ,話し合うことができる。

自 害に備えるために

は,ハザTドマップや緊急
地震速報の有用性を認識

するとともに,災害に強い

地形や環境について理解
し,災害に見舞われた際に

なるべく枚害を減らせる

(滅災)できるよう,地域防

災力を高めるために個々

人ができることを積極的に

話し合うことができる。

備考



今和6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 I年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

地 歴 地理総合

。「高等学校 地理総合―世界を学び、地域をつくる」(第一

学習社)

。「新詳高等地図」(帝画書院)

・コネクト地理総合 (第一学習社)

・地理総合ノート(第一学習社)

学習の

ねらい

地理学習において主体的・対話的で深い学びを実現するために,社会的諸事象の地理的な見方・考え
方に根ざした追究の視点とそれを活かして解決すべき課題を設定し,その課題を追究したり解決したり
する活動を通して,広い視野に立ち,グローバル化が進み国際理解の姓要性が増している現代において
主体的に生吉る平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に姓要な公民としての重要な資質・能力を

増う。

投業形態

ア ド′ヽイス

など

投業形態は,各 クラスでの一斉投業です。通宜,グループ学習やペアワークを取り入れていきます。定

期的に課題を提出してもらいます。年に5回定期考査を実施する予定です。

評価の観点 知識・技能 患考・判断・ 主体的に学習に取り組む態度

世界の生活文化の多様性や,防 1 地理に関わる事象の意味や意
,地域や地球的課題への取組な 1義、特色や相互の関連を、位置や
どを理解するとともに,地図や地 1分布、場所、人間と自然環境との
システ4な どを用いて,調 拒互依存関係、空間的相互依存作

や諸資料から地理に関する様々 l用、地域などに着日して、概念な

情報を通切かつ効果的にしらべ |どを活用して多面的・多角的に考

1察
したり、地理的な課題の解決に

1向 けて構想したりする力や、考察、

構想したことを効果的に説明した

|り 、それらをもとに議論したりす

|る力を基う。

1 地理に関わる諸事象について、

|よ りよい社会の実現を視野にそこ

|で見られる課題を主体的に追究、

解決しようとする態度を養うとと

|も に、多面的・多角的な考察や深

い理解を通して涵碁される日本国

1民
としての自覚、我が国の国上に

1対する愛情、世界の諸地域の多様

|な生活文化を尊重しようとするこ

|と
の大切さについての自党などを

める。

まとめる技能を身に付けている。

育てたい生徒像

(資質・能力)
との関連

主体的に生きる平和で民主的

な国家及び社会の有為な形成者

に終要な公民としての重要な資

質・能力。

社会的諸事象の地理的な見方・

考え方に根ざして追究する力。

広い視野に立ち,世界の諸地域

の課題を追究したり解決したり

する活動に主体的に取り組む力。

主な

評価方法

定期考査

観察

ペアワーク

定期考査

レポート

発表

ノートやレポートの記述

授業中の発言

生徒の自己評価と相互評価



学期 学習内容
学習の到逹目標

矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組むに電度

前
期

第 I編 地図や地理情報システ
ムでとらえる現代世界
I幸 地図や地理情報システム

と現代社会
I節 球面上の世界と地図

①目的地への行き方②地球上
の位置③世界の時差④世界地
図の見方・使い方⑤地図から
読み取る情報⑥デジタル化さ
れた地図⑦地理情報システム
の活用

・地理学習の基本的な技

能として,地図の縮尺や方

位に注意しながら,地図
上の情報を読み解く有用
性を理解する。
・インターネットを使うてさ

まざまなWeb地図にアク
セスし,日常的に使われて

いるGNSSや GISな ど,
新しい地図表現の役割を

理解する。

・地球上の位置をあらわ

すために緯度・経度が定
められたことと,地軸の傾
きによる季節変化と時差
の存在を理解し,科書掲

載の時差の計算のワーク

に積極的に取り組むこと

で,日 本の標準時におけ

る諸外国の時間と生活の

ようすを想像することがで

きる。

・地図を持たない人々の生

活を想像し,地図の有用
性に気づくことができる。
・新聞広告や図書館の資
料,インターネット検索など

を用いて,身の回りめ地図
の活用事例について調べ

ることができる。

2節 国家の結びつきとグロー
パル化する社会

①国家の領域と回境②日本の
領域とさまざまな領土問題③
国家をこえた結びつき④交通
機関の発達と縮小する世界⑤
情報・通信で一体化する世界
⑤拡大する世界の貿易と物流
⑦グローバル化と人の移動に
よる結びうき

・国家とは何かを理解し,
交通・通信の発達によっ

て,生活,社会,産業,国

家間の関係がどのように

変化したかを理解する。
・日本の領域と周辺国と

の領土問題にはどのよう

なものが存在するか,理

解する。

・単に交通・情報。通信手

段の発達に目を向けるだ

けでなく,それらがどのよ

うに地域を結びつけ,変化
させているかを地図から

考えることができる。

・グローバル化の中で ,
人・「もの」・資本の国際間

移動の複雑化や,国家的

結びつきの変化に気づくこ

とができる。

後
期

第2編 国際理解と国際協カ
I章 生活文化の多様性と国際
理解①世界の生活。文化を写
真でつかもう②人 の々生活に
彩りを与える気候③「衣」から
見る世界④「食」から見る世界
⑤「住」から見る世界⑥暮らし
を豊かにする産業⑦宗教と
人 の々暮らし⑥暮らしを楽しむ
ための文化⑨多様性に富んだ
世界の人々 との共生

・世界の気候帯ごとに,ど
のような特徴があり,どの

ような生活が営まれてい

るのかを学習する。
・人々の生活様式の差異
を通して,地理的環境が

及ばす影響について理解
する。

・世界の自然環境は地域

的に大きく異なることを,

気候の面から判断するこ

とができる。
・その地域の自然環境と,
歴史や文化といった社会

環境の影響を色濃く受け

た世界の特色ある生活文

化を,さまざまな衣食住の

事例を通して学tSt。

'図書館の本やインターネ
ットから,世界の生活・文

化を示した写真を探し,写

真の中にある地理的環境
を読み取り,世界は地理的

環境の影響を受けた特徴

ある景観で成り立ってぃる
ことを学‐Sくことができる。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 十年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

地理歴史科 歴史総合 (歴史総合) 2 教科書 :高等学校 歴史総合[第一学習社]

学習の

ねらい

(1)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について,世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え,現代的

な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに,諸資料から歴史に関する様 な々情報を通切かつ

効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2)近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義,特色などを,時期や年代,推移,比較,相互の関連や現

在とのつながりなどに着日して,概念などを活用して多面的・多角的に考察したり,歴史に見られる課題を把

握し解決を視野に入れて構想したりする力や,考察,構想したことを効果的に説明したり,それらを基に議論し

たりする力を基う。

(3)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について,よりよい社会の実現をキ見野に課題を主体的に追究,解決し

ようとする態度を基うとともに,多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵姿される日本国民としての自覚,

我が国の歴史に対する愛情,他回や他国の文化を尊重することの大切さについての自党などを深める。

投業形態

アドバイス

など

クラス単位での一斉投業になります。

1時間の投業で,教科書 2ページ分くらいを進みます。予習としては,兇ず教科書を読んでおぃてくだ
さい。投業は教科書を自分で読んでいるという前提で進めていきます。歴史総合という科目は,世界史
的な部分と日本史的な部分とで構成されていいます。世界史的な部分は,中学校ではあまり学習してい
ないので, しっかりと予習して授業に臨んでください。

評価の観点 知識・技能 思考・判断 。表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

:近現代の歴史の変化に関わ 距現代の歴史の変化に関わる事象

る諸事象について、世界とその中 |の意味や意義、特色などを、時期

日本を広(相互的な視野から捉 |や年代、推移、しヒ較、相互の関連や

、現代的な諸課題の形成に関わ 現在とのつながりなどに若日し

る近現代の歴史を理解する。 |て、概念などを活用して多面的・

能 :諸資料から歴史に関する ヵ角的に考察したり、歴史に見ら
々な情報を迪切かつ効果的に調 |れる課題を把握し解決を視野に入

まとめる技能を身に付けるよう |れて構想したりする力や、考察、
こする。 構想したことを効果的に説明した

|り 、それらを基に議論したりする

力を基う。

距現代の歴史の変化に関わる諸事

1象について、よりよい社会の実現

を視野に課題を主体的に追究、解

1決
しようとする態度を養うととも

|に、多面的・多角的な考察や深い

理解を通して涵基される日本国民

1之
しての自覚、我が国の歴史に対

|す る愛情ヽ他国や他国の文化を尊

1重することの大切さについての自

1覚などを深める。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

平和で民主的な国家及び社会の

有為な形成者に撻要な公民とし

ての重要な資質・能カ

社会的な諸事象を歴史的な見方・

考え方に基づいて追究する力。

近現代の歴史の諸事象を主体的・

多角的に理解しようとし,多様な

文化を尊重する力。

主な

評価方法

定期考査

課題

観察

ペアワーク

ノートやレポートの記述

投業中の発宮

課題の取組状況

生徒の自己評価と相互評価

考
　
　
一

期

題

ポ

表

定

課

レ

発

査

ト



学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能

私 た の な ど

に見られる諸事象と歴史

との関連 ,及び逮物 ,文

書 ,図像などの資料に基

づいて歴史が叙述されて

いることを理解する。

思考・判断・表現

私たちの 地

域に見られる諸事象と歴

史との関連性と,資料から

読み取った情報の意味や

意義,特色などを考察し,

表現する。

主体的に学習に取り組む態度

諸資料を 用し,課題を

追及したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

前
期

第1部歴史の扉

①歴史と私たち

②歴史の特質と資料

第2部 近現代の世界と日本

第 1幸 近代化と私たち

① 18世紀のアジアの繁栄
②産業革命と市民革命
③イギリスの繁栄と国民国
家の拡大
④アジア諸国の変貌と日本
の開国

⑤帝国主義の発展

経 の ,国 民の政 ・18～ 19

回と欧米諸回の関係に着

目して,主題を設定し,考

察し,表現する。
・欧米諸回の産業革命・

近代回家の形成・帝回主

義政策などに着日して,

主題を設定し,考察し,表

現する。

諸 料 を し, を

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

治参加,教育・移民などに

関する資料から情報を読

み取ったりまとめたりする

技能を身に付ける。

・産業革命と技術率新,日

本の開国・立憲体制,帝

国主義政策などを理解す

る。

後
期

第2章 国際秩序の変化や大

衆化と私たち

①第一次世界大戦と大衆

社会

②,経済危機と第二次世界
大戦

③第二次世界大戦の戦後

処理津新たな国際秩序

の形成

・第一次世界大戦,経済

危機,第二次世界大戦 ,

戦後世界の形成などに若

目して,主題を設定し,両

大戦間の歴史について多

面的・多角的に考察し,表

現する。

,諸資料を活用し,課題を

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

。第一次世界大戦・大衆

の政治参加,世界恐慌や

第二次世界大戦の展開

などを基に,国際協調体

制の動揺・崩壊 ,戦後の

回際秩序と日本の国際社

会への復帰を理解する。

第3章 グローパル化と私たち

①冷戦と脱植民地化・第二

世界の合頭

②国際秩序の変容と21世

紀の世界

③現代の課題

冷 の を し,

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

の展開,日 本の復

奥と高度経済成長,石油

危機などを基に,グローバ

リゼーションを理解する。

・現代の世界および現代

の日本がかかえる諸課題

について,歴史的経緯を

踏まえて理解する。

の拡散の背景と影響など

に着日して,主題を設定

し,日本とその他の国の動

向を比較したりして,国際

政治の特徴と日本の役

割・現代の諸課題などを

多面的・多角的に考察し,

表現する。

主題学習 を活 し,

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

・事象の 原因 ,

果や影響などに若目し,

日本とその他の回や地域

を比較したり,相互に関連

付けたりして,主題につい

て考察し,表現する。

白 の バ台に づ

いて自ら課題を設定する

技能を身に付ける。これま

での歴史総合の学習を踏

まえて,現代的な諸課題

について理解する。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 1年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

地理歴史科 歴史総合 (歴史総合) 2 教科書 :高等学校 歴史総合[第一学習社]

学習の

ねらい

(I)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について,世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え,現代的

な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに,諸資料から歴史に関する様 な々情報を通切かつ

効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2)近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義,特色などを,時期や年代,推移,しヒ較,相互の関連や現

在とのつながりなどに着日して,概念などを活用して多面的・多角的に考察したり,歴史に見られる課題を把

握し解洪を視野に入れて構想したりする力や,考察,構想したことを効果的に説明したり,それらを基に議論し

たりする力を基う。

(3)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について,よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究,解決し

ようとする態度を基うとともに,多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵基される日本国民としての自党,

我が回の歴史に対する愛情,他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自党などを深める。

投業形態

ア ドバイス

など

クラス単位での一斉投業になります。

1時間の投業で,教科書 2ページ分くらいを進みます。予習としては,兇ず教科書を読んでおいてくだ
さい。投業は教科書を自分で読んでいるという前提で進めていきます。歴史総合という科日は,世界史
的な部分と日本史的な部分とで構成されていいます。世界史的な部分は,中学校ではあまり学習してい
ないので, しっかりと予習して授業に臨んでくださぃ。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

矢口識 :近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について、世界とその中

の日本を広く相互的な視野から捉

え、現代的な諸課題の形成に関わ

る近現代の歴史を理解する。

旗能 :諸資料か ら歴史に関する

隊々な情報を通切かつ効果的に調

べまとめる技能を身に付けるよう

にする。

距現代の歴史の変化に関わる事象
|の意味や意義、特色などを、時期

|や年代、推移、比較、相互の関連や

解在とのつながりなどに着日し

|て、概念などを活用して多面的・

1多角的に考察したり、歴史に見ら

|れ
る課題を把握し解決々 視野に入
|れて構想したりする力や、考察、

構想したことを効果的に説明した

|り 、それらを基に議論したりする

力を基う。

1近現代の歴史の変化に関わる諸事

1象について、よりよい社会の実現

|を 視野に課題を主体的に追究、解

1決
しようとする態度を基うととも

|に、多面的・多角的な考察や深い

理解を通して涵基される日本国民

|と
しての自党、我が国の歴史に対

|す る愛情、他国や他回の文化を尊

1重することの大切さについての自

1覚などを深める。
|

育てたい生徒像

(資質・能力)
との関連

平和で民主的な国家及び社会の

有為な形成者に踏要な公民とし

ての重要な資質・能カ

社会的な諸事象を歴史的な見方

考え方に基づいて追究する力。

近現代の歴史の諸事象を主体的・

多角的に理解しようとし,多様な

文化を尊重する力。

主な

評価方法

定期考査

課題

観察

ペアワーク

ノートやレポートの記述

授業中の発言

課題の取組状況

生徒の自己評価と相互評価

考査定期

課題

レポート

発表



学期 学習内容
学習の到逹日標

矢口識・技能 思考・判断・表現 I主体的に学習に取り組む態度

前
期

第 1部歴史の扉

①歴史と私たち

②歴史の特質と資料

私たちの 近

に見られる諸事象と歴史

との関連,及 び追物 ,文

書:図像などの資料に基

づいて歴史が叙述されて

いる|とを理解する。

たちの生活や身近

域に見られる諸事象と歴

史との関連性と,資料から

読み取った情報の意味や

意義,特色などを考察し,

表現する。

を活用し,課題

追及したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

第2部 近現代の世界と日本

第 1章 近代化と私たち

①18世紀のアジアの繁栄
②産業革命と市民革命
③イギリスの繁栄と国民国
家の拡大
④アジア諸国の変親と日本
の開国

⑤帝国主義の発展

経 発展 ,国 の

治参加,教育・移民などに

関する資料から情報を読

み取つたりまとめたりする

技能を身に付ける。

・産業革命と技術革新,日

本の開国・立恵体制,帝

国主義政策などを理解す

る。

18～ 19

国と欧米諸国の関係に着

日して,主題を設定し,考

察し,表現する。

・欧米諸国の産業革命・

近代国家の形成・帝国主

義政策などに着日して,

主題を設定し,考察し,表

現する。

を活用し,課 を

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

後
期

第2章 国際秩序の変化や大

衆化と私たち

①第一次世界大戦と大衆

社会

②・経済危機と第二次世界

大戦

③第二次世界大戦の戦後

処理津新たな国際秩序

の形成

・第一次世界大戦。大衆

の政治参加,世界恐慌や

第二次世界大戦の展開

などを基に,国際協調体

制の動播・崩壊 ,戦後の

国際秩序と日本の国際社

会への復帰を理解する。

・第一次世】トフ【顎 ,構
"キ危機 ,第二次世界大戦 ,

戦後世界の形成などに着

目して,主題を設定し,両

大戦間の歴史について多

面的・多角的に考察し,表

現する。

・話資料を活用し,課題を

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

第3幸 グローバル化と私たち

①冷戦と脱植民地化。第二

世界の合頭

②国際秩序の変容と21世

紀の世界

③現代の課題

・冷戦の展開,日 本の復

輿と高度経済成長,石油

危機などを基に,グロー′ヽ

リゼーションを理解する。
。現代の世界および現代

の日本がかかえる諸課題

について,歴史的経緯を

踏まえて理解する。

・冷戦の展開,地域紛争

の拡散の背景と影響など

に着日して,主題を設定

し,日本とその他の国の動

向を比較したりして,国際

政治の特徴と日本の役

割。現代の諸課題などを

多面的・多角的に考察し,

表現する。

・諸資料を活用し,課題を

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

主題学習 自らの奥味・関 !せに

いて自ら課題を設定する

技能を身に付ける。これま

での歴史総合の学習を踏

まえて,現代的な諸課題

について理解する。

の 景や原因 ,

果や影響などに着日し,

日本とその他の国や地域

を比較したり,相互に関連

付けたりして,主題につい

て考察し,表現する。

を活用し,課題を

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

備考


